
ぉ ば ぁ ち ゃ ん   言わな くて も、風 呂の掃 除や夕食の手伝 いを

か ら の     す るようにな りま した。この 4月 か ら1ま 中学生。

ひ と こ と  良い友だ ちを多 くつ くり、明 る く素直な生徒 に

わ

た
一

一

「
¨

檄

　

　

　

　

笏

　

鯰

『

¨

中

】

一

の

で

し

よ

う

。

あ

っ
ち

ゃ

」

と

よ

ん

で

い

ま

す

。
　

　

　

こ

の

ご

ろ

、

体

ぐ

あ

い
ガ

は

っ

あ

っ
ち

ゃ

は

、

雪

が

と

け

て

し

　

き

り

せ

ず

、

五

所

川

原

に

あ

る

西

ま

っ
た

こ

ろ

に

な

る

と

、

畑

に

野

　

北

病

院

に

、

検

査

を

受

け

に

行

き

菜

を

植

え

ま

す

。

あ

っ
ち

ゃ

は

、
　

　

ま

し

た

。

前

も

、

か

た

や

ひ

ざ

ガ

わ

た

し

が

ね

て

い

る

こ

ろ

が

ら

畑

　

痛

い

と

い

っ

て

相

内

の

車

屋

の

近

に

い

き

、

学

校

に

い

こ

う

と

す

る

　

＜

に

あ

る

も

ぎ

や

に

い

っ

て

、

も

と

か

え

っ
て

き

ま

す

。

畑

は

、

山

　

い

で

も

ら

っ
た

り

、

針

を

さ

し

て

の

方

に

と

、

寺

の

所

に

あ

り

ま

す

。
　

も

ら

っ
た

り

し

て

い

ま

し

た

。

じ

畑

仕

事

の

他

、

父

も

日

も

勤

め

て

　

よ
う

ぶ

そ

う

に

見

え

る

の

に

、

少

い

る

の

で

、

塚

事

を

い

ろ

い

う

と

　

し
弱

い

と

こ

ろ
が

あ

る

の

が

ざ

ん

や

っ
て

い

ま

す

。

そ

の

ほ

か

仏

様

　

ね

ん

。

こ

れ

か

ら

も

、

体

に

気

を

に

ご

飯

を

あ

げ

て

、

か

ね

を

た

た

　

つ

け

て

、

畑

仕

事

や

家

事

を

、

頑

い

た

り

し

ま

す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

張

っ

て

ほ

し

い

で

す

。

あ

っ
ち

ゃ

は

、

と

て

も

心

配

症

　

　

あ

っ
ち

ゃ

は

、

お

も

し

ろ

い

こ

で

、

何

か

物

事

が

あ

る

と

、

夜

ね

　

と

が

あ

る

と

、

す

ぐ

笑

い
、

と

て

む

れ

ず

、

夜

中

に

お

き

て

、

い

ま

　

も

楽

し

い

あ

っ
ち

ゃ

で

す

。

そ

の

を

整

理

、

整

と

ん

し

た

り

し

ま

す

。
　

楽

し

い

あ

っ
ち

ゃ
ガ

家

を

あ

け

る

＜

ら

し

の
中

の

頑

張

り

が

、

体

の

　

と

、

笑

い

声

が

な

＜

な

る

の

で

、

中

に

し

み

こ

み

、

か

た

ガ

痛

＜

な

　

家

の

中

は

さ

み

し

＜

な

り

ま

す

。

っ
た

り

、

体

の

ち

よ

う

し

が

悪

く

今日の主な言己事

164-
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ユ′『
=

漁 岸
家 漁
所 業
得 の
の 振
向 興
上
に
期
待

順調に進む移育成事業

打
ち
出
し
た
海
域
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
県
魚
の
ヒ
ラ
メ
中
間
育
成
、

間
育
成
施
設
に
よ
る
複
合
漁
業
の

期

山

村

振

興

農

林

漁

業

対

策

の

一

「
小

規

模

漁

場

改

良

事

業

」

を

ス

の
事

業

で

は

、　

一
億

九

百

七

十

三

万

円

の
事

業

費

で
、

四

万

三

千

平

方

イ

の
漁

場

造

成

を

し

た

は

か

、

千
円
の
事
業
費
を
投
し

「
ア
ワ
ビ

中
間
育
成
施
設
」
の
建
設
や
取
水

ビ
稚
貝
六
万
個
を
放
流
し
ま
し
た
。

機
械
室
、
循
環
槽
、
管
理
室
等
が

配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
事
業
で
は
既
に
九
万
個
の
ア

五

十

万

円

。

育

成

ア

ワ

ビ

（
稚

貝

）

レ

順

調

に
成

育

し

て

い

る

あ

わ

び

稚

員

は

も

う

す

ぐ

放

流

さ

れ

ま

す

。

▲
約

十

万

個

の
あ

わ

び

が

、

中

間

育

成

さ



農
水
産
加
エ
セ
ン
タ
ー

注
文
に
追
わ
れ
る

「
シ
ジ
ミ
エ
キ
ス
み
そ
」

(3)広 報ιメニ

llA  選



広報ιjろ に)

県
内
で
は
第
五
位
の
記
録

・・
　

　

―
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
―

交

通

死

亡

事

故

ゼ

ロ

二
千

日

達

　

　

民

、

関

係

者

約

百

人

が

集

ま

り

「

成

記

念

大

会

が

、

二
月

二
十

日

村

　

　

事

故

の
な

い
明

る

い
村

づ

ぐ

り

」

あ

す

な

ろ

ホ

！

ル

で

行

わ

れ

、

村

　

　

へ
、

決

意

を

新

た

に

し

ま

し

た

。

本

村

で

は

、

昭

和

五

十

八

年

入

　

　

に

衝

突

、

死

亡

す

る

事

故

が
起

き

交通死亡事故

サア、

次は2り5ロロ日だ″

春の全国交通安全運動
4月 6日 ～ 15日

子供の事故 圧倒的に多い

大
会
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭

齋

藤

隆

司
室

長

⌒
知

事

代

理

）
、

県

警

察

本

部

上

野

浅

太

郎

運

転

免

許

課

長

（
県

警

察

本

部

長

代

理

）

雄

金

木

地

区

交

通

安

全

協

会

長

ら

が
来

賓

祝

辞

を

述

べ
ま

し

た
。

大

会

終

了

後

、

交

通

安

全

協

会

◇

被

表

彰

者

は

次

の

と

お

り

で
す

。

市

浦

村

交

通

安

全

協

会

、

同

交

通

安

全

母

の
会

、

金

木

地

区

交

通

三

郵

便

局

、

脇

元

郵

便

局

、

株

式

ま

す

。

飛

び

出

し

に

よ

る

事

故

が

①

一
つ

の

も

の

に

注

意

が

向

く

と

②

子

供

は

視

野

が

狭

く

、

視

点

が

低

い
。

③

大

人

の
ま

ね

を

し

て

、

横

断

歩

道

以

外

の

と

こ

ろ

を

横

切

っ
た

り

、

信

号

無

視

を

し

た

り

す

る
。

④

手

を

挙

げ

さ

え

す

れ

ば

車

は

止

う

に

、

物

事

を

単

純

に

し

か

理

解

し

な

い
。

特

に

四

月

は

、

入

園

・
入

学

の

控

え

た

お

子

さ

ん

を

お
持

ち

の

ご

い
け

な

い
か

を

、

具

体

的

に
教

え



5 広報ιラろ

元
気
に

頑
張
っ
て
い
ま
し
た

|

一
郎

助

役

、

脇

元

地

区

出

稼

組

合

黒

川

進

組

合

長

、

相

内

地

区

出

稼

組

合

古

川

長

光

組

合

長

、

村

民

生

課

葛

西

達

也

主

査

の
四

人

で

、

事

各

事

業

所

で
働

く

本

村

出

身

者

の

あ

る

「
市

川

毛

織

帥

柏

工

場

」

を

役

が
本

村

の

現

状

を

説

明

し

た

あ

設

」

で

は

、

十

三

地

区

の
小

山

内

千葉県成田市の「申 ビゲ ン」「新東」で    憲 れ

お
見
事
成
田
さ
ん

一
級
合
格

▽

一
級
　
成
田
松
美

（市
浦
中

若
山
広
嗣

（辻
分
珠
算
塾
）

分
珠
算
塾
）

▽

五

級

　

成

田

忠

春

（
辻

分

珠

珠

算

塾

）
村

上

こ
ず

え

、

相

川
高
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▼
卓

球

の
部

　

優

勝

大

田

チ

ー

ム
．

◆

総

合

の
部

＝

総

合

優

勝

大

田

チ

ー

ム
ロ

総

合

準

優

勝

十

二

一
チ

ー

ム
」

総

合

第

二

位

十

三

二

チ

ー

ム
。

総

合

第

四

位

相

内

一
チ

ー

ム
．

脇

受
賞
者

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル子さん印

韓
臨

和
陳

〓
一
岬

総

合

体

育

大

会

ソ

フ

ト

ボ

ー

し
競

会

第

二
位

口

第

十

五

回

東

北

総

合

山 田 道 也さん

-165



(7)広 報ιラら

平成元年度農作業標準額表

ので、計画的な作業で経営改善を !

市浦村農業委員会

1.農作業 日雇賃金

水

　

　

　

田

一
畑

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

に:′ 4三与ヒ
~)

2.機械等賃料

Oa当 り 4,300円

″  3.800円

″  4,000円

″  6,000円

10,000円

6,000円

5,000円

″  8,000円

6,000円

15,000円

3,000円

100円



広報ιメ弓H8)

狩

人

と

犬

と
鹿 甲

早
く

占
占
８

∴
占
＞

あ

縫

贅
の
あ

れ

ｏ

↓
型
長

楊
紹

五

年

生

ぐ

ら

い

の
時

、

祖

母

の

実

家

相

川

俗

称

タ

ベ
ド

の
家

で

今

月

の

「
安

日
彦

伝

承

」

の

こ

の
民

謡

の
五

尺

二

寸

の
鉄

砲

十

二

の
砂

山

」

よ

り

歌

わ

な

い

歌

を

覚

え

よ

う

と

熱

中

し

た

心

で
も
、
こ
の
秘
巻
が
他
所
に

も
あ
る
と
み
え
、

「安
日
彦
伝

山
達
根
元
秘
巻

中
に
書
か
れ
て
い
る
文
字

（漢

字
だ
け
で
な
く
種
子
も
）
に
誤

い
も
の
で
す
。
「秋
田
国
野
城
村

ヨ
リ
植

沢

村

瀧

井

栄

吉

写

取

」
　

　

　

と

こ

ろ

が

、

二

人

の
狩

人

が

と

な

っ
て

い
ま

す

が

、

植

沢

村

　

　

狩

大

を

先

立

て

て
高

野

山

に
狩

も

確

認

さ

れ

て

い
ま

せ

ん
。

某

　

　

猟

を

す

る

た

め

に

や

っ
て

き

ま

家

で

は

伝

来

の

「
獅

子

頭

」

も

　

　

す

。

そ

し

た

ら

、

空

海

上

人

が

所

蔵

さ

れ

て

、

そ

れ

に
附

髄

し

　

　

入

唐

（
今

の
中

国

に
行

っ
て

仏

た

「
秘

巻

」

で
あ

る

よ

う

で
す

。
　

　

道

を

修

行

す

る

）
し

て

文

珠

浄

同
書

の

「
山

神

由

来

之

」

に

、

代

、

惣

安

日
尊

恐

好

玉

二
依

テ

狩

人

尊

、

狩

人

山

立

改

事

真

言

開

山

上

人

入

唐

成

玉

時

、

文

珠

浄

土

二
秘

密

之

伝

法

玉

へ
両

界

茶

院

枝

修

有

其

下

大

贅

上

」

云

代

か

ら

安

日
彦

の
命

に
狩

の
道

が

伝

え

ら

れ

、

安

日

の
尊

も

そ

ち

は

安

日
尊

を

狩

人

の
尊

と

し

て

尊

信

し

て
き

た

の

で

あ

る

」。

高

野

山

に

て

殺

生

や

む

土

か

ら

授

っ
た

真

言

秘

密

の
仏

具

天

蓋

茶

院

羅

を

枝

に

か

け

て

人

（
弘

法

大

師

）

と
狩

人

と

の

空

海

上

人

が

い
う

に

は

、

「

こ

の
世

に

お

い
て
無

益

の
殺

生

を

す

れ

ば

、

あ

の
世

へ
行

っ
て

流

ま

で

そ

の
報

い
が

く

る

」。

と

、

人

の
答

え

は

、

「
私

た

ち

は

安

は

知

ら

な

い

こ
と

だ
ど

と
。

空

と

し

て
安

日
彦

が

空

海

の
時

代

き

て

い
た

こ
と

を

感

し

さ

せ

ら

れ

ま

す

。

安

倍

安

東

（
藤

）
氏

に

か

か

わ

り

持

つ
民

族

で
あ

り

、

「
津

軽

小

原

節

」

も

こ

の
伝

承



情報をお寄せ<ださい

し 5世
役場の電話は62-2111

い)広 報ιり4
保

育

所

で

は

、

み

ん

な

と

仲

元

気

に
遊

ん

で

い
ま

す

。

国民年金保険料
4月 から

8,000円 li改定

忘れていませんか

児童手当の手続き

「非課税郵便貯金」の

申込みはお済みですか
―郵便局からのおしらせ―

NHK学園

高校生募集

消
費
税
が
四
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

事
業
者
の
方
に
は
各
種
の
届
出

等
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
所
轄
の
税
務
署
長
に

対
し
て
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
出

書
等
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
用
紙
は
各
税
務
署

（間
税
担

主
な
届
出
書
は
次
の
と
お
り
で

①
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
三

「消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

②
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
と

「消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

③
課
税
事
業
者
に
な
る
こ
と
を
選

「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出

④
課
税
期
間
の
短
縮
を
選
択
届
出

出
書
」

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い

一
¨
¨
¨
¨
¨

隕

166-

す
こ
や
か
日
記

伊
南
徹
さ
ん
（磯
松
）

長
男

薫
ち
ゃ
Ａ

五
歳
）

第41回婦人週間
青森県婦人会議ご案内

自衛官2等陸・海・空士
募 集 中

平成元年度の 2等陸士 。2

等海士及び 2等空士 を募集

しています。



脳

卒

中

の
順

と

な

っ
て

い
ま

す

。

ア

ル

コ
ー

ル
、

塩

分

の
取

り

過

ぎ

切
で
す
。
具
体
的
に
は
栄
養
、
運

動
、
休
養
な
ど
の
見
通
し
で
す
。

を
、
保
健
所
、
医
療
機
関
な
ど
に

と

き

に
症

状

が

進

行

し

て

い
て
、

手

遅

れ

に
な

っ
て

し

ま

っ
て

は

大

健

康

の
確

認

を

す

る

と

と

も

に
疑

と

い

い
、

火

事

で

い
え

ば

″
初

期

防

ぐ

必

要

が

あ

り

ま

す

。

ど

ち

ら

が
欠

け

て
も

い
け

ま

せ

ん
。

高

齢

化

社

会

に

移

行

し

て

い
る

現

在

、

健

康

で
あ

る

と

い
う

こ

と

忘

れ
ず

に
心

が

け

る

よ

う

に

し

ま

一
人

日

、

二

人

目

の
子

育

て

の
体

役

に

立

ち

ま

し

た
。

し

か

し

最

近

で

は

子

供

は

せ

い
ぜ

い
二

人

ま

で
、

児

不

安

に
陥

る

お

母

さ

ん

も

珍

し

く

あ

り

ま

せ

ん
。

％
躙

一
　
お

誕

生

澁

谷

隆

大

⌒十
三

　

昇

相

坂

真

仁

（十
三

祐

仁

櫛

引

大

介

（脇
こ

和

雄

丸

山

郁

乃

（太
里

路

正

高

杉
　
　
奨

（大
田
）
孝
　
男

湊
　
　
平

太

⌒相
内
）
福
次
郎

成

田
　
綾

美

⌒磯
松
）
英
　
治

〓
一
和

有
梨
亜

（相
内
）
不
二
義

奈

良
　
仁

美

（大
田
）
豊
　
美

米

谷

絵
里
加

（相
内
）
正
　
一二

齊

藤

好

恵

⌒脇
二

篤

志

竹

谷

沙
希
子

（脇
元
）

徹

ご

結

婚

清
　
一
一
（大
　
田
）

優
　
子

（青
　
森
）

幸
　
一
一
（秋
　
田
）

洋
　
子

（十
　
一二

知
　
史

（青
　
森
）

史
賀
子

（脇
　
一九
）

幸
　
枝

（新
　
潟
）

雅
　
光

（相
　
内
）

田
　

和

　

男

（
岩

　

木

）

藤

　

昭

美

子

（
相

　

内

）

田
　

　

　

徹

（
相

　

内

）

田

　

ま

ゆ

み

（
脇

　

一九
）

良

　

　

　

悟

⌒
大

　

田

）

藤

　

千

加

子

（
五

所

川

原

）

谷

　

光

　

昭

（
脇

　

一九
）

尾

　

由

紀

子

（
む

　

つ
）

輻

輻

山

　

時

　

敏

（
相

内

）

６‐
歳

本

　

キ

　

サ

⌒
相

内

）

８２
歳

田

　

き

　

く

（
十

三

）

７７
歳

内

　

重

　

雄

（
桂

川

）

５３

歳

谷

　

孝

　

子

（
十

三

）

４８
歳

島

　

キ

　

セ

（
十

三

）

７８
歳

山

　

多

　

市

（
大

田

）

８．
歳

谷

　

石

　

男

（
脇

元

）

７５
歳

岡

　

一
ハ
太

郎

（
脇

元

）

８３
歳

>37く

子
育
て
を
地
域
ぐ
る
み
で
考
え
よ
う

子
育
て
を
進
め
る
た
め
に

グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
話
し
合
う

子

供

た

ち

が
心

身

と

も

に
健

や

　

　

　

「
ど

の
よ

う

な

こ

と

が

地

域

の

も

あ

り

ま

せ

ん

が

、

そ

れ

と

合

わ

　

　

　

●

子

供

た

ち

が

の

び

の

び
遊

べ

せ

て
大

事

な

の

が

、

地

域

の
教

育

　

　

る

空

間

の
整

備

　

●

地

域

の
人

々

力

の
活

性

化

で
す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

が
親

し

く

な

れ

る

行

事

（
イ

ベ

ン

ま

り

話

し

合

え

る

場

所

の
充

実

　

　

　

集

ま

っ
て
グ

ル
ー

プ

を

つ
く

り

、

昔

の
よ

う

に

き

ょ
う

だ

い
が

七

、
　

育

児

や

し

つ
け

に

つ

い
て
話

し

合

:二 言言曇奮詈』[重 』

市浦村の人口


